
　
　
　

第
二
番
　
双
松
庵
（
楊
柳
観
世
音
菩
薩
）

＊
第
一
番
札
所　

眞
福
寺
内

＊
御
本
尊　

楊
柳
観
世
音
菩
薩

＊
開　

基　

不
祥

一
八
一
〇−
三
〇
年
に
書
か
れ
た
「
新
編　

武
蔵
風
土
記
稿
巻
之
六
十
五　

橘
樹
郡
之
八
」
に
よ
る
と
、

双
松
庵
と
は
、
も
と
村
の
名
主
（
田
邉
）
十
郎
右
衛
門
の
墓
所
内
に
あ
る
間
口
九
尺
、
奥
行
一
丈
の
寮
で
、

建
立
年
は
不
祥
、
御
本
尊
に
楊
柳
観
世
音
菩
薩
を
安
置
、
と
あ
る
。
六
部
僧
が
そ
こ
に
住
ん
で
墓
守
を
し
て

い
た
と
伝
わ
る
が
、
現
在
は
双
松
庵
の
建
物
は
な
い
。
い
つ
の
頃
か
、
田
邉
家
の
依
頼
で
、
御
本
尊
は
眞
福

寺
に
遷
座
さ
れ
、
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

御
本
尊
は
銅
製
の
唐
仏
で
、
高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
半
跏
像
で
、
右
手
に
楊
杖
、
左
手
に
巻
物

を
も
つ
。
種
々
の
難
病
を
取
り
除
く
と
さ
れ
る
薬
王
観
音
で
あ
る
。
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え
の

　
　
な
に
ぞ
の
こ
れ
る

　
　
　
ち
と
せ
ま
つ

　
　
と
な
う
る
み
だ
と

　
　
　
ぐ
せ
の
ち
か
い
を

（第２番　双松庵）


